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いつも見守っていてくれる
兵庫・澤　みなみ
社会を明るくする運動と言われてもいまいち「パッ」としませんでした。考えていくうちに数ヵ月前の出来事を思い出しました。
私と弟と妹の三人で家の近くの道を歩いていると、五年生の男子二人が道の真ん中でケンカをしていました。その道は細くのいてくれないと通れなかったので、弟がのいてくれるように頼みました。すると、一人の子が持っていた木の枝で弟のうでをたたき始めすり傷が数ヵ所あり弟は大泣き。私もこわくなって母に知らせようと思い走って家にもどりました。母が弟の所に来てくれた時には五年生の男子二人はもういませんでした。母もたたいた男子を知っているので、そのままだまっていようか、家に注意しに行こうか、担任の先生に言えばいいのか迷っていると、知らないおばさんがさっき弟をたたいた男子を連れてうちの家に向かってきたのです。そのおばさんは「私はこの子のおばあちゃんでも何でもないけど木の枝でたたいている姿を見かけて、しかも逃げて行くこの子を見て追いかけたんや。こんなこと絶対にゆるせへん！」とかなりおこっていました。そして泣いている弟を家の前に来るように言い、男子にきっちり謝らせて、「二度とこんなことをしたらあかんよ。」と注意し、その男子もきちんと謝まりおばさんと一緒に帰って行きました。母は、そのおばさんに何度も頭を下げてお礼を言ってました。「私が言いたいこと全部あのおばさんが言ってくれたわ。今時あんなに他人の子を注意できるおばさんがいるんやなぁ。」と感心し、感謝していました。私も他人の子でも助けようとするやさしさをとても感じました。
私の近所には、おじさんおばさんがたくさん住んでいます。犬の散歩をしているおばさん、ウォーキングをしているおじさんとおばさん、弟と妹がよく遊びに行くお家、気をつけて遊ばなあかんよと声をかけてくれるおばさん、本の借し出しをしてくれるおばさん、毎日、たくさんのおじさん、おばさんに見守られて生活しています。私の家は、父と母、子供四人の六人ぐらしでおじいちゃんやおばあちゃんとは、はなれて住んでいます。県外に住んでいた時はマンション暮らしで両どなりや管理人さんとは出会ったときにあいさつはするけれど地いきの交流はありませんでした。三田市に引っこして来てから地いきの交流会や地区運動会に参加したり、色々と交流を深めています。広野小学校も学校･保護者･地いきの方々の協力で私達を見守ってくれる取り組みをしています。いつも誰かが見守っていてくれるおかげで私達は安心して生活できています。そして私も人に注意したり安心をあたえる大人になりたいです。
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